














































（平成 24 年度「第 7 回無形民俗文化財研究協議会」挨拶より）
東京文化財研究所 無形文化遺産部 部長　宮田繁幸
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2.  小谷 竜介
　　被災地における民俗調査の在り方―震災前の調査と震災後の調査
　　　付 発表資料
3.  大山 孝正
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10
図４　田野畑村羅賀の鈴木家跡（2011 年５月）
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11
津波から 100km のまちで（飯坂）


























ていました。そういう形で今まで 79 団体にお会いしました。レジュメでは「75 団体」となってい
るのですが、下書きしているうちに４団体ほど増えました。沿岸の芸能というのは保存会組織を作ら
ないところもあるので、全部で何団体あるのかという質問には非常に答えにくいのですが、公になっ
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図７　悪魔祓いと少年たち（2012 年 1 月  陸前高田市川原町 ）
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13
津波から 100km のまちで（飯坂）
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16
図 12　大槌祭りでの安渡大神楽（2012 年 9 月）











































下左：図 15　ミニ七夕の山車（2012 年８月  住田町）
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図 18  釜石まつりの最後、神輿を乗せた船が対岸の本宮を目指
して岸壁を離れる時、集まった人々と町中の芸能は別れを惜し
み、こぞって囃し立てながら見送りをする。












津波から 100km のまちで ふるさと岩手の芸能と震災 
 
                 ふるさと岩手の芸能とくらし研究会 
                           飯坂 真紀 
 










創刊号は 500 部制作して完売、以後 6 号まで刊行。 
 
■ 震災時のとりら（画像３ 岩手県沿岸芸能地図） 
岩手県は本州一の広い県。 
盛岡市―宮古市間が約 95km、車で約 2 時間。釜石、大船渡へも約 2 時間。 
普代村、陸前高田広田町は 3 時間。震災当時は遠さを実感。 







いものが「神楽」。昨年 5 月には被災地ガイドを買って出てくれた。 









■ 震災特集である 6 号の制作意図と経過 
被災者は、聞かれる側、取材される側の受け身一方になりがち。 
「とりら」の「自分たちの芸能を自分たちで記述する」方法を拡大して、震災












これまで 75団体、沿岸の芸能団体約 200～300のうち 4分の1程度を見舞う。 
その中で、執筆者たちに出会った。 
 











































■ 津波から 100 キロのまちで 




















2. うごく七夕 2012（画像 14） 








・ 北上みちのく芸能まつり（画像 16 ミニ七夕山車） 
今年８月に北上市で行われた「北上みちのく芸能まつり」にミニ七夕山車が
展示された。震災で北上などに移住した高田町の元住民が手づくりした。 










■とりらとして（画像 19 お見送り） 
今後も沿岸の芸能を入れて誌面を作って行く。募金活動は継続中。 
震災から 5 年後にもう一度沿岸特集を組み、この間の変化を追いたい。 
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は で ん や
伝谷という地域の例なのですが、実はこの地域には契約講のほかに同じような
図 15　屋敷跡地での調査
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  県庁技術職員の立場 → 全ての被災地を見通した活動 
              一定の根拠にもとづくルール 
              指定無形民俗文化財／指定文化財それぞれに対する保護措置 
震災を巡る私的な想い 
  宮城県沿岸をメインフィールドにした研究者 
            → 話者の安否 
              地域社会の行く末 
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　図１は相馬野馬追で、７月 28 日から 30 日まで３日間開催されます。最終日の 30 日には南相馬
市小高区の相馬小高神社で野
の ま が け
馬懸という行事があります。これは野馬追の起源に関わる非常に重要な
行事で、野馬追の中でも大事な部分と言われていますが、相馬小高神社が警戒区域の中にあるために
















　　　（南相馬市小高区  2012 年 7 月 30 日）















































図２～４　日吉神社の浜下りと手踊り（2004 年 4 月 3 日）
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図６　 大滝神社の浜下り（2008 年４月 13 日  楢葉町）
図 7・8  被災後の浜下り祭場付近（2012 年８月 13 日）
図９　  警戒区域検問地点
　　　　（2012 年８月 13 日  富岡・楢葉町境界）
図 10    上手岡麓山神社の火祭り
　　　　（2003 年８月 14 日  富岡町）
図 11    苅宿の鹿舞
　　　　（2007 年 11 月３日  浪江町）
図 12　浦尻の神楽
　　　　（2007 年３月 18 日南相馬市）








































思いました。図 13 ～ 16 は 2006 年の記録作成時に撮った写真です。先ほどの箕の材料は篠竹とフ
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図 17　放射性廃棄物（除染廃土） 仮置き風景
 （2012 年７月 26 日  飯舘村）
図 18　田畑の除染風景




図 13　箕の製作技術（2006 年  南相馬市小高区）




































































「請戸の田植踊」踊り手の避難先分布（2012 年 7 月時点）
図 20　苕野神社の安波祭り
（2004 年２月 15 日  浪江町請戸）







































10 月 27・28 日）、地域伝統芸能全国大会福島大会「ふるさとの祭り 2012」が郡山市と会津若松市
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図 21　被災前の苕野神社 図 22　若衆が樽神輿を担いで海に入る（2004 年２月 15 日 ）
図 27　いわき市アクアマリンふくしまでの復活公演（2011 年８月 21 日）
図 28　平成 24 年の安波祭り（2012 年２月 19 日）





2012協議会報告書.indd   50 2013/03/13   10:29:16
51
民俗資料・記録の活用に向けて（大山）
図 29　請戸の田植踊　練習風景（2012 年７月７日  二本松市） 図 30　明治天皇百年祭での奉納（2012 年 7 月 28 日）
図 31　明治天皇百年祭での「磯部の神楽」奉納（2012 年７月 28 日）
図 32  被災後の磯部（2011 年４月４日） 図 33　被災後の保存会会長さん宅 図 34　被災前の獅子頭（2011 年 11 月 25 日）



























（2012 年５月 26 日  二本松市）
図 36　浪江町の室原の田植踊　練習風景
（2012 年９月８日  二本松市）







































・ 民俗技術は、被災状況の把握も進んでいない ～ 放射能汚染と風評被害による影響は深刻 
 


















































の枠組みをつくっていけるか、を考える必要  ～ 「民間との協働」etc. 
(3) 「活用」をどう考えるか ―将来への展望として― 
・ 何が、被災者・避難者にとって、真に有用な情報となり得るのか、を考えていく必要 




 → 「文化財こそ“心の復興”への足掛かり」という世論づくりを 
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68
　すでにみなさんから貴重なご報告がありましたので、私はこの DVD についてだけ紹介させてい















石という 50 ～ 60 戸の集落でお祭りをやる、その際に虎舞を復活
させるというお話を聞いたので、これは行ってみなくてはいけないということで行ってきました。















記録 DVD「3. 11 東日本大震災を乗り越えて」について
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　齊藤　 裕嗣  （東京文化財研究所）
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       共通フォーマットではなく、網羅的とはいえない。分野によって情報の濃淡がある。 
 ②復興への意志・現状：復興意志のあるところについては情報が出やすいが、復興以前の問題を抱え、 
       行動に至らない所についてはなかなか情報が表出しない。また復興に向けて様々な問題 








  ＊芸能に関していえば三陸・浜通りでは次の要素が共通してみられる。 
    Ａ：正月を中心とした春祈祷系芸能（獅子舞・虎舞・田植踊り・七福神舞等） 
    Ｂ：盆を中心とした供養系芸能（鹿踊り・剣舞・念仏踊り等） 




   伝承者―被災地域―行政―教育機関―支援団体―宗教界―研究者―一般市民 
    ＊文化財行政と宗教界との連携    
    ＊演者と観客の新たな形成 
 ②アーカイブの確立 
   ネットワーク化によるメタデータの管理 
   公開・非公開の管理 
 
３．情報発信の目的と手段 
 ①伝承者に対して  必要なときに必要な情報を入手できる体制 
           学校等教育機関への発信と活用 
 ②一般市民に対して 民俗文化の魅力のＰＲ 
                  a.マスコミ    b.イベント（公演・上映・展示・その他） 
                      c.書籍等      d.インターネット（→ファンサイト） 
 
４．民俗文化の「価値」の提言 
 ①伝承者に向けての提言 ：民俗文化のもつ「力」 
              民俗文化を考慮した復興計画 
              民俗文化による故郷回帰 
 ②一般市民に向けての提言：民俗文化のもつ「面白さ」 
              民俗文化にみる地域へのアイデンティティ 
 ⇒震災被災地に限らず、各地で起きている過疎化・少子化等による民俗文化の衰退に対し、何ができ 
  るのか？（行政関係者・教育者・宗教者・研究者それぞれの立場から） 
■資料 1（当日配布レジュメ）
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■資料 1「儀礼文化ニュース」（久保田裕道氏　配布資料）
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参考資料
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参考資料
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参考資料
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
　アンケート集計結果
　　1. 参加者 総数　　　　　161 名　（スタッフ	11 名を含む） 　
　　2. アンケート回収率　 　アンケート回収数：84 名	／	回収率　56%   
　　3. アンケート集計結果  
　　   （1） 回答者内訳（86 名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （2）満足度　　 
 　　　【性別】　　（名）　  【年代】　     （名）　  【所属】　         　（名）
 
　　　













	 	 	 　　　	 	 	 	 	 　













































































































































































































































































































































































































































































































































( 公社 ) 日本写真協会
三好市教育委員会 文化財課
( 独 ) 防災科学技術研究所


































( 公財 ) 伝統文化活性化国民協会
山梨県立博物館 企画交流課
気仙沼市 総務部危機管理課




( 株 ) CN インターボイス 製作本部
東京都教育庁 地域教育支援部管理課
( 財 ) 宮本記念財団
群馬県教育委員会 文化財保護課
國學院大學
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